
寮 長 市 民 だ よ り 第652号第""管りよだ民市良奈手成元年 3月"臼

'" 
ドー一市民のうご省ーー 、
! 日 1醐 (剛脚 i 
i人口 '"山人 (251A) 1 
・ 男111.lIt (・": 会11f.111(1m 

ij竺平日3.，竺竺)
ザ

A6.6唱2

よ;;一一a一ふi主:λ盆m?‘…僻山Ajl 
皐 ♂』tt努r??.弘Et九判:川 1叩T切1?r ?行? 

2 ;3;;;!;摂!?宗:5!;詰!r:弘込:2;;2;:二品

童会Z里高手 722奈
， )・ .0 存 ， マ ち ，，亀
場と た と樗 と づ 9 市
弥 包 め " .す〈

1!!iiijfi 
ii ii;ff11 
4i i;訪れi
ss tZ苦7E品主
会 市 ユ物ザン朱z
•• ι と イ を率会 「
ハ 点 ， . ン殖のは.

ii i;1;iii 

草署f』22そ革 ・し
員7告書EZtE ? 
iziiviiii 
ii;;R.2R i 
とみ来 も さ 名紀
い幽"'眠 ら な.残

肉々に 男監 氏 る

わうけと 枇 ‘手奈
げとて生界 " . 良

Z主Tar22 f 

1iii ff i 
，検 注 す ザ，

主主EE iT L 
そ め 的 ち U 

ア
!
マ
は
『歴
史
L
Z
未
来
の
共
注
』

世
界
初
、

ま
ち
づ
く
り
実
体
を
展
示

2

2

八

世
紀

Z

Z

と

し
て

T

E

童
E

需

で

ま

〈

2

1化
遠
慮
喜

i
j関

西

国

里

堤

富

文

化

語

研

2
2
い
う
こ
士
世
紀
を
目

摘
す
ピ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
畠
ク
ト
そ

;
E
i
 

喜
つ
返
富
市
と
し
て

書

す

る
ζ

と
が
約
束
さ
れ
て
L
-
z
e
，
.

2

E

車

で

も

堅

い

堅
企
朱
T

z

t

a

市'!聖界・費情賞金，.掬夜風』
舎.予定園

哩器・海軍

-
野
趨
第
博
覧
会
i
m
-
-
B
奈
良
』

:

i

i

2

2

 

4

2

の

警

の

，

イ

フ

ー

イ
ル
」
を
テ
?
と
し
ま
ち

⑧
⑩

]

R
奈
良
駅
周
辺
と
奈
良
町

E

Z

憾

の
ま

を

す
る
商

圏
E

E

Z

黒

川

氏

V

;
!
i
i
i
j
s
i
l
l
s
 

:

そ

の

も

の

i

i

Z
と
さ
ゆ
え
る
2
1
4

発

銀
に
よ
る
岬
覧
会
で
す
自
の

よ
う
に
あ
る
旭
区
に
剛
寓
集

中

し

て

E

2

3

2

6

3

2

遣

に

お

い

て

も

租
界
マ

A
E民
2
2

重
す
・

す
-
E

E

2

5

心

と

す

主

苦

E

Z

l

:

匂

り

そ

Z
草区
l
コ
ア
〉

ー

i

z

-

-

瑠
段
さ
れ
ま
す
・

多
目
的
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

偏

i
i
i書

館
V
古
代
麹
策
費
約
鎗
マ
高
度

情
報
セ
ン
，
+

E

高
金

五
l
Z

J
a
i

-

i
i
i
 

一字量
黒
川
紀
章
氏
略
歴

5
i
i
z
 

東
京
大
学
大
字
陵
情
全
-
R
a
修

γ・
ブ
ル
ガ
リ
ア
ゾ
フ
4
?
+入

学
名
書
士
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

z

t

i

z

-

-

象

t

ど

・
2

E

も

E

f

A
A
-
-望
書

量

-
m
備
も
含
め
鉱
工
賃
約
千
三
百
億

円
を
後
Uτ
斬
舞
さ
れ
ま
す
・
し

t
い
ず
れ
も
員
の
著
名
な

2

・

患

に

き

て

寄

2

一

毎
隠
関
'
猪
名
コ
ン

ペ
Mma失
鑓
-
3

1
・

f
i
JR

Z
艮

3
;
2

2
2
K
分
か
れ
ま
す
似
い

ず
れ
も
市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

も
と
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
・

と

で

ま

の

実

験

車

L

M
g
肩
代
・
・
"
の
属
示
臥
外
に
次
の

よ

う

2

苦

?

?

も

実
験
さ

れ
ま
す
・

ゐ
ら
ゆ
6
人
々
の
共
生
V
人
闘

と

詩

句

集

生

i

i

i

E

i

i

 

f
吉
田
市
E

Z

食

町
守

い
ま
町
釜
み
保
存
事
業

M
炉
実
・
属
さ
れ
て
い
る
鎗
区
唱
c
e'・

E
と
で
隠
保
存
A
E
・
A
v
k
z

a
を
置
い
た
共
生
の
恩
a
g
M
m
Z
7
l

マ
に
な
り
奮
す
・

展
示
物
館

二
+
各
組
え
る
社

。
.
院
造
り
の
簸
幽
周
縁
町

屋
な
ど
で
す
M
置
を
語
f

i

z

z

z

i
2

1

 

;

ー

i
i縄

i

i

z

l
i

さ

れ
を
す

そ
し
て
両
会
舗
を
つ
包
ぐ
三
条

湿
り
は
還
り
そ
@
も
の

が

自

s

s

i

E

T

Z

 

き
れ
ま
す

E

K

E

E

l

t

 

A7
1
レ
会
-
e
M
L
一
回
聞
か
れ
る

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
】

世
界
建
策
大

面

し

て

い

i

F

4

現
在
ア
メ
リ
カ
フ
ラ
ン
ス
ド

イ
y

イ
タ
リ
ア
市
圏
包
u
c
ニ

奈
良
町
の
保
存

に
と
箇
カ
を
ノ

-
R
町
並
み
他
界
移
大
貨
の
般
の
足

環
境
彫
刻
里
ど
き
の
イ
ベ
ン

ト
u
p
gη
わ
れ
志
す
・

lic--

@
企
画
立
家
個
盤
の
脇
信
賓

館
官
者
で
あ
る
ア
ロ
ヂ
晶

l
ψ
ー
に

am
-
-
s
e
鳳
川
紀
厳
島
腐
を
僧
ゐ
る
し

ま
し
た
・
会
場
の
信
霞
k
a
開
す
6

2

ン
ミ

Z
m
Eエ
事
量

z

z

z

E

'

立

す

る

第
一ニ
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
Z
・

悔
覧
会
の
イ
ペ
Y
が
の
察
組
主

体
L

と
し
て
ほ
市

中
央
官
庁
旭

売
財
界
量
産
省
な
ど
で
織

成
さ
れ
S
怜
界
a
m
築
博
覧
会
也
舎

が
今
修
根
立
さ
れ
ま
す
・

咽-...蜘醐金戸酎鴨~刷 1 日 "晴行

「
伎
界
・
・
築
樗
覧
会
1
9
9
8

2

H

Z

E

E

7

 

ち
の
総
鱈
の
密
で
す
ま
ち
づ
く

り

i

i

z

z

t

E

Z

t

ち

2

3

@

人
E
ち
づ
く
の
へ
の
君
主

め
て
L
〈
ζ

と
が
必
要
で
す
・

:

一一

ま

の

ま

E

f
jい

た
ま
ち
づ
〈

り
を
き

る

Z

E

a晶
化
ち
@
怠
ち
が
そ
と
に
住

む
人
か
ら
も
、
そ
と
を
首
れ
る
人

κ
Ae
共
M
h
a
a
さ
れ
る
索
時
り
し
い

虫
色
w
h
h
ゆ
る
鍾
M
U

ez
ち
づ
く
の

に

2

1

一
人

2

2

t

ゆ
だ
匂
ら
れ
て
お
り
今
後
布

と
と
も
に
乱
闘
書
記
事
勺

E

品。
a
t
必
要
と
な
ヲ

で
会
ま
す
・

帽刷 llll.嗣 -.良市聞広恥 闘 〈刺市ニ&埠陽一γ園 2司Jl-/t)

z

i

i

i

世

f

i

z

z

-
E
 

〈
人
匝
腐
を
待
ヲ
て
お
り
?
〆
吻

カ
鳶
Z

E

t

a

茶

園

i

i

i

会

員

t

.
ぼ
れ
て
い
る
・
作
a
a
に
は
贋

立
民
象
学
得
物
館
園
立
実
業
風

習
ど
が
あ
8・



.， 

市
民
ホ

l
ル
で
多
彩
な
催
し

平成元年3月日司

念

市民文

化

$

l

b

聞・"
ー
'e

M
骨

a

・tm
e
-T

・・
iず

る復合.

ならまちセンター

記館開

a 

a 

り

-EUら
az急
告

ν

'l」
の聞舗をE-zし、市昼e

i
?
?
?悶

-Red?F
「ベーゼ一，v
bヲ

ア
」
の-m・・2y・

5

・FeM

じめ一一士百から一
一+豆四

重での四日間にわ企今て市

民ホ
f

ルでつg@ょうu，Z

7
7
4
・
2
1
1

2
3
2
4
4
z
e
 

得うてい重す
・

A‘.REB
A土
OV

E
7
P
E
E
L
ぜ

ア
ノ

J
3
7
i
z

一時から

マ
「h弘
』弓チ晶ンバ
17日

Jay

-

E

@

・44

・1
均車から

マ
『
E
手
」
'
1
7
1

1
4
3

t

 

よだ民市良察~邸2 号

《白》
V

『R
Z
f
i
z

z
-E
S
t
・
-

i
F・
E-

専から『-
-回』
樹首企・思とSEm

-e
l
γ7ルLF@生Eez

午後
二時事から

マ
『組
合
隆
L
f
J

来

月

泣

固

か

ら

4
日
間

サ

ltp
a年.七幽司かe

一同信帽混同ゆが・・に使用
1

氏名

《・周"四
宮
a
v
-
内
適例附κae》
・闘・"

マ
『畠7hv
'y・肉a胃助事謝悶
」
・aE@僧し名を
一。.いて

z
e
タ
T
E

t

--

E
一宮
Z
Z
で
に

かる

-市役合-Rw-R《
一〒ω
?・米路

《-mSB
Z
o
v

-

-
-γ
M
m
P
・M・-一一

'z
a
a
・2
a
主
一三

主
主
S
A
R
-

-
4
4
・
1笥

2
1
専
Z

いずれ‘

聖
司
E
S
2
6
官
同

一背
4
2
1厳

i

f

f

E

人

3

1

園

，電
ス

一
般
車
両
箇
然
と
、

歩
車
道
陪
安
全
確
保

今
秋
め
ざ
し
面
白

一
新

酔附叫冊『即日ーJ柑 闘 争

!oK:IU・e臥句碑..5Jl00&咽 叶_x咽
.LtT. 叩……・さーんだ
田川阻叩r血とそ@酬を

' 一 叫 刊 胸 同 風 土M 同部副叫筒

同 D';，....""..，.，-t即時.~...-t' t.，.岨割削相H
t.t-T:制限m・，.相暗t酔d>"TeC:

-!>_II....*IUII>Il..…… ・)TDI'時・ 2駒内同L嗣-lElllH川区

胡同輔副"帽川・周回日

叫…t向。土五時・

山)..，.・11"-"、

J¥  

ノ

ょ e定型乗， .・.
りれ.

1-=宅
. . 首長

名黄金•• ・，利
@格便
大段位

811 
号車z• • 
R・.予附

事自

遅

-R，.舗限定筒@週陪a

z
・
&
Z
Z
E
E
-

Mpa鳴在ab--供てい虫ず
・
ι

の駅前広・一au-賓
室
率

JRス、

，タシl一・車両MF同時に

慮
。
入
れ
て
E
t
宇
E

S

i

t

z

-

入。園駅箇a開館街wa'azz・人K

H・s-mua厭・HF・-いて・-zL

ArB
 

い

4
2ヱ.ほとれ

ら

f

i

t

s

E
E
EL
Z
Z
安

i

ιi

l

e

 

s

t

-

i

 

・
@で、争の
完成川
今般+En

z
i
れ
て
い
そ

ι

n

i

-

-

:

3

5

2

は

活

習

ぶ

geれぞれ凪

;
2
・
k
m
a
K
1

2

5

2

t

i

 

で血喝行するE企に巴
句てい・窓

会，.3

1

E

4

 

2
2
3
l
一
Z
E

E
M
F
区
劃
さ
れ
車

方

E
E
Z
E
z
t

広，、Uz--す
・

⑧dnx
・ER-
-エ前@・の

t
E
Z
-
産
量
-

MF取りつ"一一切れaze'・

@'avシ1
・
一優車
蘭の・陣

7

v
l
e
i
の

県民MUζζで一まtakι

τ
行われaze'・
バ令ング

もで-se'・

@翠温

幅一OM三・・・iと

2
2
f
t
fズ

に

u

，-z

す・

⑨-，温

車画書幅@丞鋼@.，

r
-
E
K
u
o
--
と

i

i

E

E

 

-
-E
2
6
寄
ら
れ
奮

す・a-.. ，遁.
陶・4
温mhcm

1

2

1

2

5

 

温石円安金ルヌ遍a--a拘@

た込町@，週・
《民事的乞十

MVMFa"'切れ・す
・

Z
R
E
-
-いて

u-a・勾，.寓aRする予定です

伊引・・・"・桐za司@エe-

Z
E
a
l
-
-
-

i
・9
q
i
z

i
E
-
E
S
i
 

ze--Eんに女史ど遺・を省か

t

i

t

t

s

 

ea-いLge'・

臨
時
に
福
祉
給
付

金
・
介
檀
福
祉
企

島
E

i

i

 

E
z
e
-
-m一回現在ラ

Z
い
E
Z厳
f

f

@元軍+宮
一一軍一
一月一日m"に

ま
E
人
で
聖
・
2

5
重
E
E
r
-

-a'bする紋・MF・a側犬十

日

-
T
n
E
S
か
主
一
世

月凶E・・ιでいた人《一m

ed言圃@・at官‘ら唱て〈

ださい】
⑨剛育児掴位置aaaaヌ幽閉看

⑧何割陣
.. ，aa滝実・・・

@
綱
悼
平
易
《

am--帽

aA勿
》

-x

.，
 aKL@i@t--aずる

λ
E
一
一
月
一
U
2
2

.総・・λ粛省街
・・6・周-RU

一
鑑斬幽慎制a-λ
で

支織され玄す

1

2

1

 

2

1
r
s
 

j
:
 

剖樽.，aa手
当・@受
他府

f

k

t

i

 

付
金
」
が
E
-t

t
空
E
2
5

介.福祉金』が支
給され
るζ

とになりました
・

堅
苦
E@とおので

三月=+周回《傘}乏でに鹿市

首して《ださい
・

軍
司
特
里
a
・
E
'

i
f
a
v
z
s
 

⑨縛調兜寓鈴
寄手当@-x--m

-aLCGる
-m書
見
@
人

@大
正八匁二月一日思舗生a

i

i

t

 

2
L
:
K
E
E
 

f
j
t
 

t
i入

所

L

la--s 

E

E
量
E
E
--

【畠時介置宿泊金
】

v
a
X

幽閉A
，‘
.. 
一入五芳岡

マ5
2
a
E
a
i

"阻までに剛院を

して掌

e'h・
【飼い合@ぜ
】

t

j

s

z
 

i
iv
 

年金受槍看
・罰RB平金鍾

ヘ.
いずれ‘‘

-a@一一

一

i

i

M
 

V支払耐・・
E
-方
向

V5

1

2

e
三月

一図
書
Z
E
い
Z
か

長泊した人

@場飴緬祉

----zu"
・

⑨幽陣鱒a-e・@AS附剛官

!
?
人
i
j
 

-幽陽子園畑Uz--信
州
島

e'

t

z

E

 

ー
に
E

L
t
t
 

鳳

b@・£
"
i

・
2・ω孟
ニ。。】

Ram--ωwmm七一v

一征λ位置幽
のと
宮偲

一市水道
局へ
も通知を

-
U
缶
入
毎
幽
@
多
い
時

期
で
す
・
2
ι
隠
せ
て
い

ろ
い
2
2
・
Z
E
E

-
2
・
2
z
s
a

z
:・;
i
i
c
 

Av-eg冒鑑鋼、加引組LTha曹を

使うと・

0
.
，e取句泊L引舗-Lでem

週
の
E
Z止
す

-t

i

i

i

 

E
t
t
 

「

;

t

u

@-m-z倹
・4

守宅受働省

⑨薗陣符幽尾銅情弘gE宇治安働省

⑨絡調障嘗宥乎
泊費働省

@・位置予当《鑓逼働市置分》受

値
帽
者

⑨原・・
-ma宿世開手事《医-m-w

‘:言1
2 
E • て

ぽ
A 
Z 



黄 点 市 民 だ よ り 第 民2号りよだ民市良奈平成元年3月""削

~
ム
酒
万
は
ロ
愛
市
、書
周
年
内
船
場
l
l
J

〈

手

成
元
毎
賓
の
纏
粛
を
隠
じ
め
主
新
年
度
予
鱒
察
た
・

一

一M
Eを
進

め

て

い

仁

川

・

で

i
U
E畿

百

十

丸

山

;

日

一

一
西
岡
市
町震

は

開

会

の

あ

い

さ

つ

で

、

街

年

度

簡

で

い

奮

す

・

初

日

展

ω
一

一円
i
l
l
-
i
j
t
い

酷
叶
献
周
国
園
闘
の
し

七
目
標
掲
げ
市
政
推
進

次
代
の
人
々
へ
豊
か
忽
ま
包
を

Z
E人
口

A
E
E

E
万
人

k
f
z
f

t
z
i
z
z
 

Eし
で

Eと
し
て

一
周
の

2
2
E自
2
需と

し

て

主

主

I
Zな
節
目

を
通
え
る
時
期
と
考
え

ζ

の
配

念
す
ペ
a
g
智
子
成
元
信
号
を
市
銅
施
行

育
周
年
員
げ
て
の
第

一
歩
と
し

で
一

一十
一
也
記
役
会
の
到
来
を

目
前
に
担
え
た
醐
婦
の
年
と
し

盤
情
事
院
明
を
す
る
盲
闇
市
Z

R

A

彼
方
は
岡
本
・
長

て
次
代
の
人
々
の
た
治
魅
力
と

活

2
2・
2ま
ち
づ
〈
り

を

S
E
2
2
2
1

5
2
2決
意

喜

主

し

て
い
る
L
C
ι

ろ
で
す
・

現
複
わ
が
箇
肱
韻
際
化
@
進

巌
商
品
問
牝
社
文
筆
へ
の
進
行
高

度
情
縄
住
詮
A

震
を
週
ぇ
、
社
会
優

需
型

Z
U
Z
E
F

2
1
2
2め
ら
れ
て
怠

り

ま

た

一
方

で

署

員

会

Eざ
す

量

的

ニ

宇

3
鼻

f
tて
2
2聖
書

と
関
陣
厳
重
濯
の
建
吸
が
退
治
色

れ
て
い
怠
す
・

と
う
L
先
伏
視
の
下
で
市
民

の
笹
さ
ん
の
実
矧
と
エ
忠
ル
事
ー

を
鮒
蟻
し
、
と
〈
に
密
閉
噂
員
同

音

E
f
t
-希
望

ー

ー

と

し

で

z

i

し

42精
力
の
あ
る
量

E

怠
ち
づ
〈
り
金
治
ぎ
し
て
‘
心

‘
 .. 努
力
し
U
Hり
れ
ば
屯
ら
忽
い

と
考
え

τい
ま
す
・
そ
し
て
市

民
の
留
さ
ん
と
と
も
に

『
と
の
企
Z

E
E
-か
っ
た
・
ま

手

t
E
T
E
E
Tれ

で
良
か
っ
た
』
喜

2
1忽

'
Sづ
く
の
を
首
贋
軍
慣
的

WA--めた

主

主

見

す

え

た

Z
T

色

κ祷
れ
る
虫
色
づ
く
り

-
豊

F
A
i
Eか
い

む
の
般
曹
づ
〈
。

-
U
の
ぼ
の
と
£
の
ふ
れ
盆
の
う
補

苦

1
7り

A
7
8わ
し
い
市
民
文
化
@
花
咲

く
掌
色
づ
〈
め

Z

2
重
苦
ま

よ
い
ま
ち
づ
〈
ち

-
喬
h
M
L
乙
婚
カ
そ
L
て
径
協
力

の

2
1づ
く
勺

-
互
い
に
尊
重
し

T
2
2

い
重
ち
づ
〈
り

本
吉
叩
@
財
政

主

ほ

.

人

移
民
慌
の

n-m

増
服
務
人
市

民

ae伸
び
が

あ
り
怠
す
が

au'azeEZ 

・
も
あ
り
大
.

怨
叡
ス
増
は
期

待

Zず

E
型
詰
2

・
主
制
さ
れ
て
い
る
も
の
の

E
K引
品
喜
酒
交
付
裂
は

不
交
付
と
怒
る
見
込
み
守
財
源

IS齢化への対応など

厳しい財政を克服し

健全運営に努力

新
奪
度
予
算
を
提
山
畑
山

自

の

市

議

会

長

官

れ

た

罪

2
1
2り
で
す
-

R

昭
和
六
十
三

i
i

干

E
z
r
z
z

E
Z
Z一侵害
f

，V市
下
水
道
事
案
-
R
M
W
園
調
会
計

柿
正
予
算

VE
E
R

;
j
i
 

i
i
i
E
i
 

市
市
街
纏
再
陶
発
事
業
縛
別
会
針

i

i

z

i

 

寒風
w
刷
会
計
縄
芝
晶
7

・鼻

v
t巾水
道

本
家
会
計
補
足
予
算
マ
布
簡
易
尿

道
事
議
会
計
包
畑
正
予
鱒

同平
成
定
年
陵
岡
係
】
A
V
報
告
目

線

eAa
祉
奈
良
市
構
鍵
公
後
@
事

i
v奈

良
市
土

g
s

i
s
-
法
人

i

文
化
貫
セ
ン
タ
ー
の

Z計
画

vE
人
宮
市
ス
ポ
ー
ツ
銀

i

z

t

i

 

人

Z
E
-
-
z

薗
マ
奈
良
市
市
復
姻
岡
実
総
式
会

祉
の
事
案
齢
衝

。
随
製
品
一
般
会
計
予
寺
市

下
水
温
置
'
察
礎
帥

wmゐ
魁
町
予
算
明V

E
l
-
-金

計
予
算
マ
市
生
業
費
金
貸
付
金
特

;

予

算

VE
1
2

1
i
i
 

住
掌
厳
舞
資
金
等
貸
付
金
鍾

wm金

計
予
算
マ
市
身
体
障
脊
場
綱
祉
資

@
確
保
隠
厳
し
い
伏
宅

-
方

Eに
つ
い
て
は
人
件

:
2
i
z
s
 

E署
員

品

え

て

量

豊

富

Z
T
E
T
Z

省
経
費
の
峨
包
ど
K
よ
り
財
政

温
省
隠
厳
し
い
も
の
と
れ
ゆ
唱
で
い

ま
す
・る

の
よ
う
忽
情
"
の
下
で
、
平

容
元
年
度
の
予
算
個
成
に
つ
い
て

は

勇

Eの
厳
し
い

Z
K

加
え
て
麹
峰
径
祷
の
温
情
遺
変

化

1
2作
童

書

へ

の

対

応

包
U
C
噌
大
ず
る
行
政
需
冨
震
に
対
応

で

E
E
E
Z見
直
し
と

効
率
的
往
還
留
、
財
轟
の
確
保
財

躍
の
目

的

重

点

E
z
-

-aし
健
令
財
政

e-m待
確
立
を

関

f
t
f
zと
し
て
い

E

E文
化

望

書

と

し

て

2
3〈
り
を
握
手

E

治

時

斜

面

里

Z
Tし
て

二
十
-
世
妃
を
贋
湿
し
佐
市
散
の

感
極
的
勾
繕
道
を
図
り
公
共
鎗

里

Z
K主
主

主

つ

工

夫
を
と
ら
L

行
政
全
般
に
つ
い

て
多
角
的
E
直
し
を
行
い
鋳
個
別

霊

E
震
性

t勺
て
財
源

書

付

書

ま

号

事

z

i
-
-予

算

Z

E
E
E盟
書

予

算

。

Z
人

量

盟

会

計
予
算

z

i

i

f

 

.，V市
市
街
地
再
開
魔
頃
棄
特
別

会

計

五

zi--

i
i
i
z
 

-
-
黒
喰
特
別
金
計
予
算
マ
市
水
道

l
iv-
-

aA宮
齢
予
算
マ
宮
市
@
休
日
を
定
め

る

条

例

品

事

Z
Z塁

側
の
二
・
改
韮
マ
祐
史
曽
野
文
化
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
郎
改
正
マ
市
白

ら
ま
乞
セ
ン
タ
ー
条
例
の
倒
定
マ

Eの
2時
間

休

日

誌

苦
闘

E
2
E
E
S

昭

和

天

皇

の

留

に

停

品

宮

霊
f
i
-
-

K益

7
2
e
E
K関
E

条

例

の

制

事

E昔
話

e
Z
I
P
-方

一
銀
行
事
務
貨
に
つ
い

i

a援
し
町
民
望
号
充
実
を

!
2
1
2
 

4盟
主

主

併

と

し

た

次

第
で
す市

営
事
皆
無
は
次
期

改
定
ま
で
現
状
で

よ

る

富

桝

量

Eど
に
つ

も
て

u
z
z
i
z

i
f
i
;い

ま
す
・
市
で
は
乙
れ
ま
で
社
会

i
jい

使
用

科
な
ど
の
改
定
を
符
吟
て
き
て
お

り

f
E
2
2
2信

号

下

水

型

使

用

"

を

改

定

し
詰
住
吉
三
Z
E
2

置
を
濁
じ
て
い
志
す
・
ま

允

水

i
は

i
u
u
E里

@
見
込
み
で
、
異
色
情
利
益
剣
命
金

を

多

鋼

握

手

る

2
2・

と

の

よ

;

益

事

え

4

・m併
に
つ
い
て
俗
原
則
的
に
次
期

@
制
料
金
改
定
ま
で
の
周
、
現
行
斜

傘
k
a駅
叙
す
る
と
い
う
万
針
を
決

断
し
た
企
と
る
で
す
・

従
一

平
瞬
発
年
度
か
ら
宙
実
純

俊

足

さ

れ

る

島

草

と

C

消

平
れ
に
伴
う
地
方

GE---

置
w
h

つ
い
て
で
す
・

古3の

i!で
;は;;

市

E民

視
君
匂
宮
割
の
員
襖

z
E
z

i
入

:κEよi

?
ス

:
i
i
i重

す

竃

.気丸

dガ
刀
ス
幽
橡
慌
な
ど
の
誕
誠
帽
脚
以眠

2
i対し

霞
?
さ
れ

tる
2
5鎗手
て
ん

2さ2れ

t
E毒
tで
Eは
草

と

な
旬
怠
す
.

つ

t
i
Eい
て
で

す
・ー

は

E
M量
的

忽

i
s
z周
ま

で

聖

公
共
同
盟

i
i
e

2
2
7
E
S
f
 え

だ
L

宮
市
ヘ
@
"
"
金
納
入
者

童

話

横

綱

と

2
2
2

で
陸
上
畿
銀
渇
中
失
体
.
開
館

野
想
鳴
お
よ
び
史
路
文
化
生
ン
タ

ー
で
入
場
終
年
ど
を
徴
較
し
て
使

用
す
昼
場
合
の
使
刷
創
刊
や
行
教
財

ae使
用
約
一

E
Z
2

2
堅
調
書
〕
に
つ
い
て
隠

z
i
-
-改

ま

Z高
じ

在

宅

す

・

周

2
2
F
A
g
-

主

Z
R聖
書

員

与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
視
を
E

V
市
・
四
民
の
退
・
四
手
当
K
関

e'e

言
及

Z
S
R
a
z

-
-
鋼
及
び
-a
・
に
欄
ず
る
条
例
の

一
侮
改
正
マ
布
行
政
財
血
使
用
創
何

奇

E
Z正
VZ条
例
の

-
陣
改
正

V
市
立
保
育
所

E条

例
の
一
億
改
正
V
吉
岡
湿
人
患
の
窓

条
例
の
一
‘
改

ZV市am鼠
舗
の

2
2ぴ
Z
品
I
者

の
一
億
改
正
マ
富市
L
F
ラ
ホ
ー
ム
始

直
期
尚
条
例
の
健
止
マ
市
岡
艮
健
様

Z
者

E
E正
V
E属

z
i
i
E少年

土

k
f
A
2
e
a寺
市

青
少
修
野
外
活
働
セ
ン
タ
ー
条
例

@
制
定
マ
富
市
体
育
纏
股
条
例
の
-

Z
E
I
S
E
--

《
ま
国
際
文
化
望
都
市
豊

ii!ij 

e-g
近
鉄
西
大
@
京

K
亀
区
第

一i

j

k

関

1
2の
倒

寺

市

童

文

化

貧

富

員

寺

市

Z
E

!

?

vE住

宅
条
例
@
一
徳
改
正
V
W
併
住
宅

条
例
の
一
・
を
改
証
す
る
条
例
等

の
-
-
-
改
正
マ
市
水
遣
事
実
@
綬

署

員

1古
里

侮

改

正

vj
i
i
 

の
認
定
マ
市
住
宅
街
鏑
資
金
管
貸

付

t
i
?
?
-

Z立
て
マ
喜

君

"
量

し

z
f寓
す
る
調
停

E
E

町
の
区
観
及
び
各
件
の
実
質

{
三
件
〉



l・1

市
制
官
周
年
を
院
ん
で

第民，.
-
Z
ず

-m-階、「
*-R・
電
車
す

え位
、子
-v.，たち
に闘れE・g

-ヲ
〈主です・

その-
u「・-m関
・"の
僧

里です・43

5昔

i

--周邑慌
について、均等から本

Z
KZした
Z
E
E

---SMM腫命的怨梅
野K主唱

て橿駒
@配置
や-w・・3

ア

7
5
z
a喜
望
号

省りです・
目本a・A，.me
一餓安岡》

+ 
目

一平昔
E

A--"
悶
-

i

i

z

 

・同「血界-m・岡崎温見合」《鱒-薗

a
g
E
-
z
e
t
 

j

!

;

た

『
f
i
-
-
t

f
z
e
T
z
i内

で開
催き
れる「Eアーバン

インフラテヲタ園」にシιw

i
l
t
ン
2
E
E

T
・
2
2
a
い
を

て今畿のより良い・市づ，、り

に
自
白
ftして

v

e

，.
 

伶

--ae
a7ιN・au、+周

E宵
八
十

Feet住警告

i
g
-
-
K
Z
L
，
 

t
 i

s
i
z
e
 

z
a里
つ
い
て

E区

?句
、
=
E
E
2
・

u
z
z
s
a
定
。
2

8
1
1
i
κ
 

j
a
T
E
e
-

めていea，.

E
量
E
Z型
写

岡・同銀直問倒⑤周辺隻-e圃蓋

h
a
Aい
Z
5
・

E
i
i
に
つ
い
て

も寵査を実・L重す
・

Z
ニ
俗
画

Z
さ
に

ついてTe'・

2
5
2
2
J
I
 

-
-
i
E
K
i
 

z

i

l
品
:

Z
E
E
-

E52文化貨につい

て
1
2
3
2

3
3
E
8
a
 

見

E
2
2
k
E
S

笠
か
な
人
周
怯
す
成

酬を問返個持問国 イメージ園

舎の三隠

「・也市@昼宵
格づ

i
t
ぴ
・
・
1
9
A
f

e---」です・
z
t
51
7
9
2
 

1
t
2
2
1
E
 

京大医・@旭伸、・・
2

・陪と

してuE
E
Z
t
z

S
I
2
2
憲
一-E

E
z
i
n
-
-型

t

i

k

i

 

k
-
e
t
i
l
 

t
E
@
』
聖
書
2

2-E努力したい企

aぃ
-ge--

j

i

 

--w-s@eで定住J'''Jと

し
て
1
1
t
a
z

--陣周E・R・についてMM
鋼

電巴・e周辺A・合んだ・・--

i

i

 

仕附随合
・笥均歯切縛物鎗

・・A安
置
場

uuc@尉象を園唱

でいtいと思い3・

E

f

t

f

 

i

e

-

;

 

z
t
E
S
E
T
 

L
E
書
面
2
2
a
い

ます
・E

E
-
i
s
 

'』です・Z三
事
i
S
E

i

z

-

-
。

い
て
富
士
Z
E
z
e

-
-
i
E
e
-
-

し
署
員
員
企
棄
し

t
t

aいaze--
その五松「針蘭的忽azeb

づくり
L

です
・

BEe--院大安e

Ra--&aEe青梅e'

aRa--区e--・ずる
魁町簡
で

す・E
Z
B
f
g
a
 

f

f
ょ

i

f

i

l

i

-

-
1
1
2
2
 

・wk'aたいと且い草す
・

i

i

i

 

.。白akaL
hue-自分た

i

s

i

 

ふ
れ
あ
い
を
基
盤
に

害一-q
「帽の信
@とee

t
号
E
23
』
」

です・E
E
「z
f
=

4ア@虫色づ，、り
」で
す・

+-e-aa'引・・・aF，y，
，

d

司ア盆金への畠困問と
d
'

ント

ピア
z
e晶
a
z
e
-
-

i
E
f
ン
テ
J
E

・垣市殉@網島凪企してEm--

z
t
F
l
a
t
-手

し奮す
・

-TLtaぃ
3・

ee--一は

『雇人綱縫』に

ついてです
・

5
へ
?
"
;

!
?
i
 

g
a
t
t
・
-
ト
2

42
22Eるととも

K
2
2
シ
ス
テ
ム
置
@

働相を闘噌てい
・撃
す・

さらにヂイelピスMM叡

E
S
T
-里

・
3
u
s
a
-

E
Z
T
主
2
2
も

-
Jぃ
t
t

E
z
z
e
s
tロ

@嶋組whzumu線"・畠理人

z
r
f
e
Ee予定し

て
い
S
Z
Z
5
2
・

2
2

i

z

 

Eいてです
・

『E
eき
が

E
-E

i
:
z
と
@

喜
a
s
-
-
E
剛

z
e
Z
E
E
B
S
 

3
5
1

j

E

 

ra--鼻から-nqe.，eeAU--
t
i
に
!
t

期
す
E
t
t
qヲMgk鬼・耳

鼻後@健康・・

5
い
で
重

品開胸骨健側わん・

2
2
完
全
温

めるため小学

.筏づくりを

従来よ島袋・して・ezした

j

e

z

t

 

i

i

i

 

---eA皐ど@生・Mmい幽m

i
-
-

で怠いり怠す・
を@"“
『鬼
量遍縫』κ

ついでです
・大
+一三匁Ra舗

院

の凶作萌保育園M
Z--K入り重

す
E
公
立
E
g
m
e

保育zme三a-za保育宣の冷"

1
i
 

e--RJAalk温ZBA芳牛

t

i

i

s

 

a
-
-
;
 

zeZ@ZKついても

e予褐旭区iaE鵬・・・・邑
τ

鋤

"
3
1
1
1
 

3
2
i
i
 

茜置スポーッ・a貨を充実

そ@三館、
温」です市では

ζ

れazで吻央公民舗

を童
書
Z
T
し
てs

i
-
-
i
L
 

免

M，‘信司氏KERe金事学.』官

u，.，le--Re回
るぺ〈梱-

a
Z
E
s
t
t
た
・

E
Z
Z宮
Z
E

毘
鍾

e-maすE・とともK・伺隼

詰
且
、
一
互
童
書
Zヶ

号
館
を
E
し
2
2
2

zez・
その聞
凶Mi
「市
民スポ
ーツ

の---R」?す・

冒

---a@市民-A4
ツ
温
爾

E
2
7
'
t
て
丸
山

子
固
と
幸
2
2
2
k

g鳳廊回・金竃スポ

ヲ令ンタ

l
e
-
-
す
s
i
t
z

-m一次と
して".. 
，ユス

「金這般.丙@織

21‘FM7ltpal-w・
盆.

えた且外倹胃-ae
-a・e且

2
i
e
i
i
 

e・じてい虫ず
・

;

2

a

i

 

第一ZE
E
-長

P

FU--篠崎@園調
az--計@織匝

!

t

E

i二

鱒-a輩。賓館-a併を行う&

t
k
i
e
f
s
 

i
z
e
i
i
 

絢

MR血管園
弔τ
ぃ・・・す
・

ztEしている
「怒

ら，
Aンバ17Y47yプル」

Z
E
E
z
-
-
a
 

IyveZ舎へ@助成毛

行い曹
灘福衝の信温wk・-白・

んでい・2SYず
・

-ゐμ

本年度開館する「包

i
;
1」

@
E念

--aとしでピアノコン・
lh，

やタ，シ
，タヨン'lbquc

e回開
催す2・

ζ

とと
していa

せ，.E
舗
に
つ
い
5
2
S

E
-
-‘i
e
 

繍舎にシルタglv，イプ，

リ

l
i
s
-
t
i

i
t
3
2
3
・

t
E
Z
:
B
V
Z
 

金や禽池
寛生竃百年記念・積

雪
予定してい
ます・

また‘胃a'関・舗で証明た区

遺回文庫を陵・L-F@関
.

2
2
a
J
t
;
 

，.
 i

j
 

i

t

-

-

たいと思います
・

その
=-u
『圃・文花実益R

a
e
-
-
z・

毎

z
z
a
予
言
Z

市
爾鷹市友好.，.a+玄

l
i
t
z
-

悶体、富市民に西安市で@行-

K
Zし公債

Uz--

らうとととしてい
ます・

一
方
Z
E
t
E
西

安

WE
E
-園
芸
術
図

z

i
-
-盟
主

す・i

i

i

 

a
t
-
-
5
 

・R福島切割安市R・
a，.生@az

i
f
z
E
で

は代表団@受け
λ
a
a
v筒
且

文化
値観への派遣はどまた'

ν
s
i
-
-で



鳶

.J

･=
=l･1

‥1.･
‥i:･

:
..
.I
.

●
妥

今

快
季

芸

妓

t

五日.｢
書
士
牡
*
'
事
と
J)hl.
全書
住
宅
はJFt

よ
は

IrtC任,eよいtLRYlくJaL
大空●六十L
書t+LのI

でナ.

thi
手丁,Qi}ど
全書住宅

tCJり
rI■16'-)
■■LI_1T'rrt■c

pナ.

tす

._たl正
くtlT･41[

■'J.II■LLrいて]74
■9'ttz)L

_十
L

Oヽ

ヽへ

trto十二■●○■■r_
Lt]'-_○■J'
ftW
上

tめざ
し､
lt■暮iEついて

して■■してい暮す.

は事■･_暮｢■■･■t灯
モC
l--u

｢仝■■上び*

の汝■キナ書的に暮め､文II
_et●｣です.

1dtFT～して■■■■
■

巾●■=+_4■■■山■

--.,-,
_-一･p,IC
IやtIt■■■.7L'BrI

trtJLt
■●■.;●I

_
___･,･rJ一
G___
▼

二
r

'_■J_Ltr.

●■t_t_正■●IJtJ

'

4ノ◆▼.
･■C
J

I_I
亡6.■■T
■■4'_.̂r

_■■JI.]▼一･,i_
■
■
●■fL___JrUIr_○

▲rot､-17.-IDとJr
rh■■○■IL'-LL●し

ろ'qII■灯○■l_･Ji
●t
た.

∫.

tO■21'▲q■_めrt

tC二は.
｢ttに▲けな
JL下書い
しいJ*C手套
■｣
つなぎ水■は布目川
白砂川

東+川からの放水と､■水

一 tt._･IT■FJ･l
f_

■■tJh,
て

い
I･す

.■●
■

●
笠

･
利
き

畏

化

JIはr'Ob
L
い
す
t

つ
r
i･
文
化
ZL事
Fとして

teC1rr･･_'↓･FJで
■■■■■■●
▼川i_･J

-.

(.一),■■t
■■tH__

モC一蛙
r文化&キttL
Nq_などをテレビ汝■し古見

L,つ
いてTJす.

〇文化村に対
ナ,Oq
tをKめ

IIIteJや●Iq_T

Iい･L_1∵
■..It.

rJ1trJr
__t叶A_

.-,
<■-●__E･J

t●Li
Pal_■ICJJ:B
い■■It､■■
●LL.t

I_L■■●JI
''■
I･■

､三,▲■■7-■
･･JJ■

●■_tL'_○■■■IE1

_■●■I_1

三･=IL.

ど丈六
t
It
し
て

いtTt.
yF

い
と事九ていま

す.

■tzr_JtI,eJ_rt_'
+一I]T･
rF_t･.'qt

t｣一kdt
■■tIeたいと
■｣iEついてF,チ.

PtていtT.

町■与にJIけ･)やナ･ウ_と

つrLL
七人書_事▲¢■
す.fLF,は一tik事の廿P的

■■tu
.IJ__IJGr
J■■J_′て..･IfL.
■

■●_P.,_-3_上し
■
■■ほ■JL(_dI･,'-t

I__･.{一
丁CL.1_■
E_･
t

●■■LII
･,

_

■JLt_ItJL_I
_▼■■tkt■_▼●'-'l■

N'こ,LJとLtLt.'

じも亡ととしtした.tt.I

●Ctu.TIT_

___)
■dJ_■tl,･rl_

■■II

tついてでナ.

tSt■▲ONF印をkけて一万
I_■=■'tl
｢● ■●●

も.lもづくりl_事3;]ILtt

l_J
.JIteq_JLLL.Ir

に

_りlIんFJtいJ?たいとt
杜人tIウ
ノルタp-L汁N

い1-.

_■_
t

■JtJ__lLL

入江+書氏の什EI<ホモ中
_TTd･Jととし暮した.

〇

言

と
魅
力
の
諾

■六は.
｢書力
と
暮
カ
モ
し
暮
▲
T
･LJし
て
uI
カ
<

1
■
士

hJと'_■▲t'-Jh･(
__

■■7'■rr■K_1､t

●Ir)■･r･______■II

それ■Ltナ.

111117
.JtTI_]III

がJF年よ究虎す
るチ更です.

モ
の

玉は｢下
水叫づ
く

安
全
・
快
遁
・
量
一
(
喋
境

-m-aMl「由窓会

後・1aR

・障
の住みよい皇ちづ〈句
」

です・

事歳定年 3s 15回

E
E
「
書
官

Z』

です・-
W
御薗道路拡ついてほ.

E

f

-

-

z

 

e泌ざし、一鍵道""について

"
E
R
E
岡
野

i
i
 

aR傘
"amとして参週鋳俊、ガ

ー
ド
レ
ー
ル
倉
lプ
ミ

'1e

E
M
;
5
2
・

三
角
扇

eEa
します・

虫食@e
-2・@遥二館-R

e--R飽
エ守st企もに豪

官
官

'lE-
官とう

t
i
t
-
-
'
 

す・
z
z
u
E
E
E
な

金漏a-e・保各聞・・住宅対

・さです・
ホ
E

プ針圃@-z温告関ると

'" 

-m一一回
「昼-Fe人闘-Eτ§

た
た
か
E
e
-
-』
」
で

す・E
-
u
『Z
-
-
E
R

@寄鍋

l-です・
i
小
学
E
T
bs

・
し
た
血
肉
2
・
a
a
プ

5
1
t
τ
軍

事
m
a
g
e
-
'
a

た大組

m--政
造

-au小
中学

警
告
腹
予
定
し
て
t
一
般

車

Bちの--a貧
血管五十
泌す
ヲプ

し
空綾申告絡周象企豆
島V

多
目

的級建低学年四・実健康

z
f
z
z
し
-
2

i
ー
?
?
?

l'aソスを
--a
ずる婚.吾.

じてい怠す
・

そのニ服
、
R1・9
・e・金

waEです
・

2・

A
Z
E
Z

ら
e
s
s
e
-
Z
号

i

i

i

 

大
安
里
高
音
声
高

E

f

i

会

E

i

j

g

 

'す
・-z免亙，
、.naする
一-

2

5

t

i

A
 

WF血管優陣鱒@粛舗者
肉依宅と

してa保してい-ze，
.

i

i

s

i

 

習
E
」
で
す
・

E
E
-
-
B
E
山
a

望
書
室
Z
E
E
-

自
t
t
k
悶
市
街
害

E

f

1

2

1

 

2

E
下三重

Z
歯

車
川
久
保
町
g
a
s

i

-

-

u
奮し

た・-
の
園

総

本

温

-ae「
-m

a
で
t
し
い
ま
密
Z
E

です・E
f
e
E
S
E
-

t
主
主
と
t
E
，
，

幽

ι・干働ua自の特色をつ〈ろ

iぇ

a
s
-
-

e
F
i
z
z
-

--e・ぇ自aeすぼらしさと

tb定瓜隠亭a--ZB存度主包る予

害す
・2
f
z
t
z

z
i
隊
布
目
白
砂
川

喜
州
f
z
f
、
E

eaヌ水などで・保マ・、安定

保舗に努硲ています将来朱

Eに
つい
て
も
益
事
ム
2

1

E
LZ

E

 

E
E
せ
て
い
る
E
-

i

i

i

 

uどを温めるととも“水質

署
員
zt関るため

i

T

2

2

2

 

e
置
し
そ

簡易水温ほ+入居探舗開園句水道

;

i

z

・

E
Z
『す
2
7
0

e
z
t
Z
」
で
す
・

守

-e-R宮本で・及・五八

-

amw体遣する鬼一地みで鑑周年医

員
企

S
Z
E
に

1
2下

i

l

l

i

t
-
-
@
 

Z
SU
z
--
z
z
 

:

i

i

i

k

 

'硲たいと湾えでい虫ず
・

Z
E符
E
S
段
置
づ

〈
2
2
E
2
す
・

ヲ

gk
生
徒

@-m研・で

は

Z
健一

E
霊
-a

傘

"L'ぇ、，e由民ωm

Aa李副院
亙・生@舗ma

k

‘・
2
事

Z

E
f
f
T
Z
 

L、自
立盤、値慣性

Z
E
-
-
い
と

湾込てい-ze'・

つ

E
S内
容
の

発言ついて、草

度

t
歯
車
高

・0

・角線へ順次

Z
L喜

p
z

kaする・a'e齢

リ‘安値を温むτ
冨
男

・畠掌・e・掃を図

。たい
と且い怠e'・

E
ゅ
・

1

.概念幽尽に
J

R

J
ナ
ル

司.."偽造・センヲで'J噂笠M曹道樹.

「市民@・a-n

そ@《陪
・」です
・

E
@
E
E
z
e
予

防

畏

毘

1
1ピ
リ
テ
?
シ

，

i
z
ELた
E
E
，

l
E
S
i
i
e
 

シタ
1・'Bam--um--aヌ'uF

-aL先食。.-eau
土--

aa公旭区守取得する鱒.也管鶴

じまし住
・

"色.

f手恭
平手

-m副館

『，るわしい市民

文
化
@
ま
4
3
8」で

す・その一は

「文化財保存
L

についてです
・

圃司直文化財@鋤，.
azi
文

化財昼磁調査1・形文作働問傑

2
2
2
E
E
n
e
 

伝統z，
...... 育成、回--

i
l
i
 

e-π貧血管期しτいaBすM-

f
w
z
t
i
 

E@EAE・e・-・たいと

培えていagす
・

つ
E
老
人
Z
Z
S

S

厚
鯵
主
震
は
一

--aa--蓋
@
昼
寝

f
o
i
-
t
f
 

!

2

2

1

5

 

ンK
細え-RMン倹-e実・す

るζ
と企Lazした
・

E
E
-
-
a
E
 

K

ついてです・

z
i
z
u
i
傑

E
量
し
い
Z
E
-
-

2
1
2
を

置
し
て
の
E

個わん畿修練
az

を寓--L・
5

す・

創
迭
と
国
際

t

1

3

2

i

 

民俗E2鋼殉裏金も文仙句"岡崎
ee

Z
E
電
車
Z
E

2
2手
ν
長映し
E

z

s

f

i

s

 

t
s
-
い
長
い
2
・

j
i
-

-
f修理
Z
Lよ

i
t
t
し
て
助
成

z
a
u
Z
し
て
い
2

い
与
え
て
い
3・

2
2
『
E
z
a

a』
について守す
・

E
E
t
-
-
t
 

寧.2ε.00下水量00&車を，.泌に

i

i

z

z

t

 

語
習
努
め
て
い
手
が
断

年度隠保険続.駆
摩@向上を

E
2
霊
E
F
t

-
S
F
Z
E
Z高

じる
ζ

ーととし書した
・草食、

贋

E
E
E空
軍
事

曾箇・会@響曲即を舞凶りて
一方

向引・
ょげ寓行@泊万棟抽歯

車度舗であ尋問+自信し

E
品
え
て
い
1・

2
2
『"
し
い
・
3

〈り@畑道』咽す
・

=
1滑雪?ン

i，?:!4Ki

e堂主一二一喜=zで膚毒宅ザ

?;タ.守てzし主でい=.z危tいと主墨い

.傘

zeす，
.z

t
「受書
館L
で

す・f
z
z
と
し
て
自

筆皐駐留・a-a官・・レ岨局側底値覗

z
t
-
E
E
l-

E
館
、
z
z
E
S

-
a
t
t
κ
'
s
 

.曹且河川
レ
V血管実演し市民a

・としての廃闘を倒四百てい・

医綜婦一一院選・や綱鎗・を建

-
L
E
a
l
z
z
e
図

Eとと
LasL企.

A--省いを勿える
『廊鋼@-a

i

7
i

s
」量

-aL
伝俵玄伐とa和
した甥

し
い
・
2
E
7
2
2

-
品
ん
で
1
1
2思

い官す
・

入江血事官民の仰晶展示eav

以

下

館

穴

ルaY44A・への轟盗と両市ヘ

@
Z
E
E
-
予
定
し

ています
・

つgkm-Ap
hybタ
BIv

-

-

2

1

5

 

いてほ

シルタ'
lv文化@

i

Z

E

S

T

 

-
z
=
z
"。
E

ez'
E
Z
i
E
E
 

T
E
I
Z
IV
2
 

2
際
交

E
埋

ET、

2
1
2
t
tぇ

活
力
と
魁
カ
の
増
強

i

z

-

-

τ
Eヵ
2
2
3
〈
Z

でサ
・E

-
u
g
@
買
」

守ザ・同-文他・a寓・脅威ぞ縄げる
、.

ます・そのムT陪
「公--eh値いさ

2
2
聴
き
〈
主
で
す
・

皇
室
3
f
Z
E

A公.，a定@克実奮闘。青山

@向調闘止@-R-ma・Lの備

力隊伺@下旭絹@人牛々
とLC

i
z
-
-
e困

唱てい・-zす
・

z

i

i

品

2

2

f

l

i

 

---』です
・

t
a
i
l
小

ea二段@翠・・e鴨用して

の晶表和
川幽陣織'恒温権益・・療を

実.. すると企企Lazした
・

E
品
集
量
E
S

W民づいて‘毎-au防火剣-

i

z

s

i

z

 

・入と院大1
14
2
e

銅

aa予耐ma@ama・を飼句て

奮い腕vgす・

また2・・・・・@-m防力.，

f

t

i

-

-
司

E
Z書

a
・m-

e土

Z
I
Z
I

t
h
-

Z
T
し
て
ほ
哲
2
2

息づくりが・a-草書であり

回欄刷六十
二
六+-E--a守.

党対頒織匁と-R・“
v

・e策定

しました
.‘.aMCaκ舗m

i
-
-
i
 

したいと宥え1・

善

E
か
品
官

tて

の
i
1
;
主
1
し
i
i@ 

yyMポ郁
ι

ルwJ/γンで盆る@る-定克."開
且.守

:

i

i
佐

t:
て
E@
 

企奈，良町色各管.阜先克コ1-又Aとι
寸三-.
 

• 

.
 
良異町a寅買“"".鑑.E』
「値.曙@.. 胃舗斜椅.鍾.」

φ
z
E
J
い
2
‘
品
民
E
• 

.
 
嵐風
ι岳管
益

aa温
L
で
.
.
 
亮完.*鳴@
... い
φ

;i;ζ; 

す.る.‘.良黒町.晶駒鴨
.. 宮市剛.忽.鱗
m
 

!

i

禽:!え:

ず
i
.i
2

.T-刃f.号忽;Ei伝i@

圃製寓造工楓も処国手ヨス

K'え

るぼか

2
主
T
E

ι
@
E
で
町
7
2
取
り
一
.

んでいる幽置い人たち@g-Z4・

取り入れて、町@漏像化企も

鮒ぴつげたいと勾えていま

す・

百

へ• e 
ま

す



h
ソよだ昆布良#

訂

議
会
で
の
市
長
提
案
説
明

(警

手

っ
づ
き
)

T
L
J
一
◆
,

.
-

~一
.I

I
.と
な
ら

大
凡
d
Z｣

オ
フ
シ

ズ
/
村
井
Q
｢
カ
ル
ナ
'
-
メ

'

｣
を
推
N
L
ナ
ナ
.

t
.

F

･

_r
T
Il
l
(.

日
本
■
光
d
(
へ
の
暮
加

フ
ラ
ン

lLJ'-■ヽ
･■tT.■L
_I

の
イ
ノ
ー
ジ
丁
γ
ナ
に
つ
な
か
'O

･Lt
う
十
分
t
ZE
し
て
い
･O
t.
い
と

-,
.
▼
t
.

F
'
Il
か
'
_
し
･
●
■
r
l,

■
■
L
._
■
r
r
F
一
+
I
-
･

-
丁
γ
ナ
ナ
El
ム
ナ
ー
-
tJ
と

が
好
坪
で
し
た
の
で
､
こ
れ
に
暮

I
.''
-
.'
E

.

IL
▼
T

.
I

良
の
庚
t
を
兼
し
ん
で
J
ら
い
た

い
と
上
い
t
す
.

そ
の
二
は

｢
書
工
丸
の
活
性

化
｣
で
p>
.

r
t
I
_
G
'
■
EJT
_.■
t

_
L
古
t
Y
♪

.).

*
_
_
_

I
t

■
■
<
■.
.
I
_
._
･I

の

中上的役t
を果た

す

｢仮称

､
■
L
,;
i
H

I
_
_
A.
.1

と
し
で
廿
T
の
｢
仮
称
な
ら
t
つ

よ
い
t
f
.

A
)
･'
_
Y
J
I
r

I

の

I
I
_
●
■
■
･.
.
∵
･
り

<
月
に
三
日
bZ打
≠
す
る
チ
垂
T,

六
f
h
王
を
行
い
J
正
史
･
文
化

∫
.
_
T
t.
■
h
■
J
l,
I_
.
L

_
-
LJ
1
_
.

■
II
E..Il
l

と
し
､
識
見
と
■
光
恵
カ
_
ん
で

5B
こ
し
有
田
り
た
い
と
且
い
･'

I.

■
H
■
■
_
A
t
■
■
■

-

1た
十
一月に
｢伝
ま
工
事

▲
改
且
事
▲
な
ど
モ
t
暮
す
る
1

7

エttティパ
ル｣
を
光
一
EL

方

休
耕
田
の
有
効
7F
用
の
t
.め

d
■

IITpJこ
.I
_
'
■
■
-,

ハ
■
■
l
r
r

1
1
･r_
.
I

菟
J
Eと

活用を周っ
て
い
O
t.
い

す
.
t
た
､
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

と
且
い
ft

す.

Q
r
丑
tt
X
と
蘇
朋
研
究
デ
ル

そ
の
三
は

｢■
林
■
｣
に
つ

-
ナ

のす
点
松
林
f
蛾
拭
+
仙

ト
ー
I
l
.

･
_
√
■
■
■
.
L
_
.,.
■
)

.
t
lI
_
′
lL
f
I
h.1
'
-

■
ハ
L
r
-
■
L
J∴
､
･
t
l
'

C
L

Ef
_
r
t
(.
1
'
/
I
-

'
.

･,
t
t
･;
I

r■L
舟
I
･
l
■

○
夏

協
雲

箪

[
政

◆√t･･_"̀■
1
-
.
.L

一
.

で
ナ
.

こ

れ
ま
で
の
市
政
da_
金
はモ

モ
の
I
は
､

｢
市
戊
+
加
の
t

_
半

角

文
書
同
書
と
い
う
方
法

も
づ
-
Ja
｣
で
す
.

疋
盲

人し
ま
す
.
折
た
に
Rl*
E

一
1
.

{
7
1
_
ハ
人
T
T

■J
r
b
Z
こ
,(
･L
r
･,
-
■
t

･*
･q
も
の
で
は
な
く

市
民
の
SE

ノ
'-
ノ
ウ
▲
｣
を
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
が
あ
っ
て
･J
そ
実
現
ナ
N'も
Q

ヵ
ッ
ン
,
/
力
式
で
行
い

t
LJ

I,_
'
･
i,
I
L.

hlI
I
L
r

i

'
-
h
I
I
_
i
..
(
'
'_

〇

人
誓

警

賃

を

■
七
は

r互
い
に
■■
し
あ

の
先
生
業
_
は
EEBt
で
あ
り
､
pP

う

tFの
な

い

Nもづく･nLでた
E舟Mfの
完
全
Jt決
5.
は

∫

.

I■tJi1
_T
へ.
JL
_
A
_

h
t
H
.
1
･
_
暮
■
I
_
I.

_

●1
そ
r
l

.
-
1
_
L
r/■

L
)い
ま
す
.

そ
の
二
は

｢
u=
枚
事
考
の
勅

書
化
｣
で
ナ
.

■
Ir
■
▲
､
q
ld
t

P
t

■
'
■
LC
L.
_
T
t
t
j
n
t
▼
.

人
E=
対
､
事
古
JN
の
t
JL
N
ど

一､'-●
-

,_4'7.■).

I.I.め
､
庁
◆
上
■
K
t
T
一
JE

L
t

I
I
'ヽ
J

■
■
■
y
▼
rJ
J

田
L<
中
三
年

■
火
中
六
年

L

;:

…

り
:
T

[

ZI<

三九点
か

t?暮

,･,_'･

__IL_
J__

4
1L
I

1[+
i
.

･__I
(.
_
_

1_
Il
l.
一
､
･

E
▼
I
I
T
′

人
t
■
用
か
ら
今
年
一
月
5L

か
け

て
市
内
Q
小

中
学
生
か
ら
習
3.･

-
■
･･
I

′
t
▲
1
■
■

一

し
た
.

F
字
に
は
二
千
六
百
五
十
五

A

Y･
r(
ク

に
は
二
千
召
八
十

L
A
∠
.J
I_
L
∫
{

'
_
√
■

兼

2
土
に
習
字
･
ナ
Et
ク
ー
各

五
点

け
■
に
中
辛
十
七
点
､
ポ

r(
'
-
+
三
点

他
作
に
P
宇
三

十
三
点

T･
p(
タ

二
十
七
A
が

■
..,
∩
-

=
.

こ
れ
り
の
作
品
は
三
月
二
十
日

ロ
ー
二
1
七
ED
l
で
西
大
寺
十
Ji

の兼
良
7
丁

､-
ー
l
t
モ
ー
ル

でI示
さ
れ
t
ナ
.

f
■
/
■
'
T'
.
_
V
･･
A
E

T,+'(+

*4
'

【
'
■
■
】
_
L
-
_
_
*
_
+

(▲
兇
小
六
年
)

∇ボス,-

-
M
h
■

I
f■中二t､

｢
人

権

を

確

か

め

あ

う

日

｣

来
月
11
日
に
校
定
妃
念
♯
会

讐

朋
封

服

刈

で
す
.

J･
二
)
は

｢
E
r何
日
■
は
1

才
約
人
t
を
横
書
き
九

市
民
的

大
な
杜
金印
t
で
あ
る
｣
と
す
る

.A
_
小
I
'
JI
'.,
■
_
.
Y.
汁

さ
れ
た
EF
和
日
十
年
八
月
十

一
ED

を
生
け
て
決
め
た
も
の
fJ
す
.

こ
の
E7)に
は
■
下
の
各
市
町
村

T
_
t
l
I

,巾
●
さ
■
t
L
.

Il
一
.
●
_
.t
LJ
T

E
.L
-

E)
に
Jt
定
FLd念
t
食
を
つ
g
Q
と

お
り
E
含
ま
す
の
で

さ
れ
を
e

D
lナ
古
人
は
書
'
金
鵜
へ
お
y
L

く
だ
さ
い
.

と
き
I
四
月
十
I
En
(火
し
午

後
l
特
牛
-
Illf
r
E,
と
こ
ろ

-
市
中
央
公
戊
I
(上
三
d
tLh
)

-
ヽ
l_
C
I
LE1

.:
･
-

-

=

l
h

…
:
:
.

二
･名
町

:

州
:
:
…
川
…
:

[

II
R
t
■
●
JL
J

'It

lr■

r
JL
IL
t
J
_
■
､
H
J
■
■
.t

h
書
N
)
が
四
月
か
ら
ポ
し
く
な

り
､
名
2
.書
あ
て
に
は
三
月
二
十

l
l
,■
q
-
-
∫
.

い
･E_
使
用
中
の
撫
A
t
は
三
月

三
十

E
EZ]耶
り
で
失
効
す
る
の
で

四
月
二
日
以
dt
に
廿
伴
点
す

(二

鼓
大
略
t
一
T
EZn
.
t
㊨
二

一

1,
4
.'
J
･､■
▲

■
●
■

へ
お
遷
し
く
だ
さ
い
.
I
件
J
ilt

;

引

,.
_

,
ir
'
-

.

'
4
_
EI
■
■
r
lL
+
I
I.
I

■
▼
■
r
JJ
I･
｢
■
Lv
･'
,
･↑
■

+
･F_
チ
.

と
●
-
3
月
払
8

(土
)

謂

8

(EZ])
牛
7
9
特
-
年
社
-

特
∇
･LJこ
ろ
-
打
1
9
ヰ
*
支

所

(秋
丘
町

二
四
一
-
二

ltゆ四
六ここ>i

r

兼aE日

I
t
､_

I
_

tr
_
.
･
.

161 

〔
市
議
会
で
の
市
長
提
案
説
明
(
要
旨
)

(
つ
づ
き
}

Z
Z
る
魅力が
あ
り
ま

@イメージアァずにつ
径がる

よう十分・附してい舎たいと

思います
・

つ
f
型
客
豊
富
t
Z
E
Z
し
化
Z
官

て
は
主
観
衆
f
ト
ヲ
lク
建
君
主闇
照
明
す
る
「
7

2
2
す
る
た
め
「
Z
Z
よ
ヲ
テ
ゴ
ム
ナ
l
z
bL

2
2
1
i
;
i
:
の
で
主
主

調穆規定
キム?ンペン「あ包却し兜
安全図り・発客
κ
家

た
;
b
大
利略」
オフ
シ
E
E主
し
ん
で
E
E

lズ
品
哲
「
z
t
1ッ

E
f
--

i

t

i

p

i

i

i

 

E

ロ
ン
ド
ン
市
で
闘
Z
E
E-

i

F

i

l

i

-

-

i

 

i

i

;

i

i

i

 

i
露
骨
国
z
a
Z
E
近
代
化
指
導
な
ど
i
長
聖
書
K
つ
い
て

t
t
置
の
2
2
?
の
E
霊
f
f
す
「
Z
2・

首
人
里
ま
3
2
図
マ
11
;
i
7
・

5

1
E
Z
E

i

-

-t

k

f

i

:

づ

く

;
・

f
;
7
2
4
y
p
g
・
-
主
を
い
t
2

2
7
3
行
政
2
3

として
2
2
E
2
1
怠

L
E・

2
2
5
7
E
a

i

t

i

l

i

-

-

F

i

f

-

-

i

 

八月
に
吉
田
卸
値
す
る
予
定
で
賓
館
舗
査を
行い
E

e文
化
ー
そ
の
た
め
公
共
E
e

す
市
民
が
f
i
z
-
-
〈
-2

8

E

t

u

i

g

t
E
-
1
1
T
L
を
図
り
た
い
k
Z
2
S
I
z
e
-
図
b
a

l
f
i
l
-
-
(
f
l
i
t
(
j
j
1
 

、己宰島Lr」とえ戸市'pghz・、

一プ

い草す
・

ノ
ド
童
話
毛
田
覇
者

E

Z
自
2

2電

d
3
;
i
;
j
J
;
 

i

i

主
主
Z
Eを尊
重し

問
剥闘竃め完金筋誌とあらゆ

る差別の忽いまちづ〈切に歎

り組んでい会たいと思いま

;之
E

5

2

5

3
3
i
て
い
t

L

と思
L
脅
す

平成元年3月""
前
ぺ

lν

政
策
」

「
経
済

の
つ
づ
き

りよだ民市良策第'"号

;
吋
互
い
に
1
・

う
差
別
Z
い
2
7
DLで

す・

!
!
 

分続繍E宋

A刃ら旭でも人帽に

宇
Z
し
い
Z
Z
Z要

であり
車
入
植
Z
E餐

z

i
L

S

E

 

t
-
z
と
め
允
い
と
均

え複す
・

居間・

1
行
政
ー

であると嗣時に図民的環軍で

す
・
「
E
s
z
z
z

k
係
員
富
士
め
2
2

に
聞
E
詰
」
高和六
十
一-

i
!
?
 

1
2
2
自
2
2

の
ま
z
t
で
あ
り
i

ぺ
岡高
・
皇
高
官
“

聖

z

f

i

l

a-窓れ6@で引合後いて畠

本棒鋼定へ向かヲでの市民連

F
般
の
包
ん
で
い
t
い
と
恩

相酬聞..-'f'酔脚・ト
時哨.盟国"豆'F'l"l'.

月 ・

C"'....つ

4 

す• 

型
車
重
量
苦
Z

E
ま
2
5
2
い
と
考

え

aaす
・

島付曾a-E組合
・・備事
.，i

土

組改良Zなどを
権
手
王

方
事
図
e
Z利用のため

の調査を実施したいと思いま

す・
'
q
バ
イ
オ
テ
タ
ノ
3

の賓
室研究と昼間wm研究グル

lZ

E
2
2武
豊

i

f

f

t

 

aの鍋ERを図
りたい

L
C
M
Z

い蜜

す・

E
十
互
に
「
長
ヱ
萎

フ孟ステ4JnιEを厩
M

惜し

伝
統
エ
置
と
い
う
・
2
f

発属と活用を図うてい合企い

と思います・
その一一一隠「-a綜象』
似
つ

いてです・
i
i
z
i
を

号
、
苦
遣
の
重
量

@
組
理
2
2理化量

i
!
;
i
i
ll
 

市
民
協
片
で
h
M
阜
行
政

C五五五五つ
市 師 岡崎曾ー毎 制 帽目

.・"・・~・・@ 細業弁S賃金"量弥.， 
" 回

"" "目

す

4
1
2
2旨
2

・袈aR
'A・同審という方法

K
Z
L
3・
F
K
四
置

で
「市民と
尖に均える市教シ

JmJりム』をバネルデイヌ

カヲ
シヨμ
方式で行いそと

か
b
t
t
草
2
5

Z
の
書
長
1
2
2

思います
・

i

i

z

 

・化
」
マす

-
綱
睡
鴨

ER--@改革をし

行政

言
書
2
2
P
3・

人
口
相
z
-
Z
な
ど

で
現
庁
舎
の
E
事
F
t

i

i

:

下

一-

T
S
S
T
-一喜の
健

Z
E
E-

C扇面τ瓦扇面示コ
醐 耐醐回ー制第2 第3

ま慮目午和トn.

Z

E

Z

 

E
Z-e
 

貧a 市一個亨人

;皇霊
孟ス重
.タの

tよヱ

i

i

i

i

 

章
一
zr

i

i

量
2
2
2
±
-
2

入E
聞から今年
一Eかげ

て
Z
2
0
学
生
か
ら
早

ξ

;
l
i

i

しま

した
・E

E
苦
手
六
百
五
+
五

点ポスタ
ー
には↑
一手百八十

t
z
z
t
z
s
 

果

"-Rに関学ポ
スター各

五
点
僑
還
に
伺
字
+
七
A
R
4

2
1
+
一
草
津
K
Z-一

士
一

R
i--芋七
長

選医れましk・

乙れZ作品陪一二月二十四

日

i
Z固

ま

E
喜

E

@奈良ファミリー-耐そlιH

E
f
t
す
・

且

W

貧入
.貝宥低
つぎ@と輩"

です・〈晶思動停
-ev

【移民・2
習字
-am曲目覧手

〔
-
局

um小六年)
マポスタ

目竹箇省繍(民嵐中三年V

C工面石亘コ
閉 山崎-....日刊
1時-，時恩当相畿員"人権鋼電・
.，・c..石蚕コ
厚生直晴..防相銀
....眼ー・・ IJ~ JJI・日午鯛"
時~午後3時
酋酷..-剛策3月町日午・・ 0
ト 'n13時

Z
Z
Zん

amu尾小六
M
写

【市磯ムg--uR貧
】謝肉手
目小室

事
長
小
三
年
V
1
ス

タ
目高谷鎌足
《春
日。
-一一

年》内奈
良
人
E
E
2
2

-aA胃

aR-R】周育学
・-m裏
a

-z小
周
年

)
3
3

lh
t
s
i
小

一
等
)E

l
i
-字

目山闘真帆ハ
ER布小二年V

V

ポ
スター
目関口陰

(
Z

小
三写》

【市象w
，員会歓胃袋貧
】智

字
・鳳上賀春【鱒・Jq一匁)

マポスター
-ai

A伏

目鬼剛小六年》

2
閏
主
と
し
て
需
小学

綾
官
Z
Z
入
賞
しまし

た

「人
権
を
確
か
め
あ
う
日
」

来
月
刊
日
に
殴
定
配
念
集
会

望旦11旦

市
町
村
Z
Z
Z

活動僧遮ぷ毎進鎗幽陣織

Axum、四月から侮月十

一目を「
人織を・かめ

あう目』企綬定しまし

た
-

F
2
2
5
5霊

Z
じ
め
と
L
E
E
-筆

画測が今信bu-mヲてい宮す
・
市

民一人ひとちが人細書鎗を高

め量
Z
い

2
2
る
た

めお互いの人権
について勾

え衝しあ齢おうと
俊自足した困

ですト一図は

「開胸闘置は
-a

本的人織をaR書されを町民約

書
自
由
主
主
S
S
れ

でい白いという昼も厚刻で窓

C.vle主主逼五コ
市酬刺繍闘-...11回以外
岬日午酬笥時-0・4臥 土・闘
は定年f-"t'.~らゆる心配との細
民

亡事...石亨石Eコ

C石瓦亙石五つ
問叩鵬首世間4
**岬 悶惜1崎~ 暗 叫

2

i

i

t

 

-E対
策

Z
喜
デ

2

1
品
E
喜
八
月
±
自

主
け
て
ま
允
も
の
で
す

i

i

i

 

Z
5
5
2
量
書
い

1

1

;
月
十
一

E
-
富
主
主
五
の
と

お
品
3
2
で
君
主

手
る
人
量
塁
費
量
L

くだきい
・

LS
E伺月十一日《さ午

後-時機
J

ヨ時噂マととる

目市中央公開終盤《上
三条町》宮町の下

水
道
工
.

が
温
み

と
の
母
ど
っ
E
B
E
f

下
水
道
処
理
区

噂に
ニニ一戸

市間 市醐岡田毎週..，午前
g鴫-""，時
健闘阻ー事図刊川匂.・5

嶋 コk・回路"干.で.

陣E回 E 耐第...日刊叫~
午後岬，醐軸tよど叫腕.

亡五平吾亙扇面扇面二コ
畑 町 田 町ー平日午
前8・f'!'.-崎川"分・ 2岬田
川判で.対象低笥-0酬蜘
人.

亡百五E五五百五つ

三百
一千一戸で浄化憎のいち

i

i

i

i

ょ

;
:-P
E
 

a・で@分
L

とあわ
ぜて
五万二千

五
百
八
十
戸
が
下
水
型
Z
を

受付るととに包り重す
・

大宮
町
三了目
vbA永弁町
マ

法・a守町
ve圃
馴

M

町マ鶴

塁
早
Z
E
Z
E

E
E
T日目二
78

喜一
γ
臼マ主
干
早

一五町一
一

i

i

z

 

保険観保険者EH州通量明後傑

険
者
家
》
2
2
2
厳
し
〈
宿

り

l
あてには三月一
一十

古
品温
L
E・

い
ま
Z
ES
t
三
月

三+一回限切で
失効する@で

四月一回以降に市保倹裸つ-

条大
働時剛
一了目、

-@
一一
一

二重た除各出張歳
。連硲所

へお返しください
・2
保m-

国民
健
蔵
保険
医

が
四月から
吏
積

花木の
展
示
即
賞金

E
聖
書
E
2
2

i
i
i
ょ
う
員

会
園
由
る
す
，i

i目玉
m

a〔

gv午岨開@時
t
午後
E

?

i

i

i

 

am《
激震
町
一一
一回一一一

贋@四六一
一一v
v・-河oaH

'草

壁

華

2
・

4
し
〈
白
書
、

C石石五百五つ
副理ー帥品加州即
日 ..柑岨の加圃闘が

"・ェz・4・・111D '唱しが
で下さい.醐日明し甘.

C盃吾五五つ
市岡 市醐輔自制抑 制
.・昨伽トn.



i

i

z

 

i---

.笛3号

9・9&
玄
邑
E

よ・睡眠・
--a-

nmoztzsmHU 

S
E
E雇
Z
A
t

--‘
 
.. mノ陶
-RK観持掲で・

小
学
問
t
z
f七

=
z
z
S
E
E
 

--盆名、住属、民名
【'eh，

tv
、

zuz・2・

2
4
2
!
 で

A
E
-
-
z

-
B

ヘ.z
a--多
畿

ma--MU

z
-
-
2・

一日
H
U
U
H
一

i
s
l
y
-
2
 

UF‘

-

原

価

専

-aの魁町制霊.凶をつ

g
s
i
L
E
 

i

-

-

i

 

A
i
v
Z
T
g
 

z
f
d
l
z
y
u的

" 

i
l
-
-
E
 

i
--

り

-A化
-aと・
・2n鎗図

《本】午後t崎直亭Bes-司事
。

晶71-'E・・「万篇簿@震

について」術宮超大-E

殴・b'民
マ
定

a
g八
+λ
・

-a
治信揮者は
3
n泊
四
重
で

に電電守
開館へ・

よだ民市

。
個
竃
寝
屋
と

一
奈
良
自

-
中
-au

町学

中国文化m
E
-
司
陵
が
布

市

s
i
z
a
-
-

と
お
り
中
国
E
f
a
z

E
-
t
t
z
t
-

u"
《畠7e込
ト
代
と

ιて
ゆ
園
-

E
U
一
万
七
千
円
E
E

隠一万円Mpae--v・

【中園E-a】
A中央ハ会畑町・

で
V

F
-
A
?
?
i
 

E
z
s
i
?
・

1

i

i

i

 

nva
--
A
S
?
A
 

良夜"目

崎血事t・‘，。聞・公民・でV

'" 

A
 

;

2

i

 

と
A
7
日
2
1
2
@
Z

こ級事
守中・
目・・

市移動歯賓館也、問日程月

一【冊一…Lτ ・ 岡山
_"I! it，い肌 ....111:相叫~.園山~"

・厨B輔 朝 L 嗣刊し幽し岨臨2紙一."唱す.

ι~(，. ....Jü<-<<I<齢 ð..lt'J2. ~'J()~. "I!;;時

叩山口たえる叫山山晴h て帆齢相'"

• 

幽層破忽ど@

康

司R

小鹿固でa・し企団体《LT

人t2手人向、ゆいv
wv内容

目2
1
γ
2
2
=
-

E
z
-
-
t
l
b
 

ゾ
フ
ト
ポ

l
秒
、
車
姐
婦
、
ポ

9

リング究歓会
vaz録"'

思畑町言
一千内

5
1
2
1官

S
E
a
-
z
-語

大田一
T
E
L
E
-

---】へ・
:
i
l
l
i
t
 

-
-
1
2
u
z
m
 

?
E・

苦
し
昔
日
Z
A
Z

《
高
f
a
t
i

--厨六六五》ヘ
・

?
き
E

Z
T巷

3
7
ト

一五

E
Z

E
E
z
e
-
-
で
ま

のとお
b

ハ1苦手カヨンφ
l

p

金帽惜し虫ず・

と
e
E
a

・月2
白
内
日
V

午後

2
時

ta・時
V
と
ζ

ろ

'a
市
樹
事

山

Z
三里
12
2甫

三
了

B
VO定員・七百人
V

入

a'M拘目
無

"

期

S
U
E
t
n
a
図

1
K
E
S
-
-
AZ
四

八ニ大・二ニ八0・@七七

一一一八vt

自
繍
・
-m

と竃町
E

・e-昆
ぺる・
-， -a 

月=一Lてい.
ω ー~"U.'J価輔が

圃@聞

，~~ 

1ト劃

7ト却

時 m
・~劃

，~m 

ト m
mト綱

1ト舗

砂咽

川~舗

._110 

白書司硲

酔 a-，.-調節叩".

Z95ωnM.，MaMU削
UU4t曲
UUU

mM噂
川

紺

mmmm噂
郡

川

mmmm'mmm

刷用問刷，

幽閉，.，い!:>() '" 
，ータィー，同

幽圃り.，υも@

幽.旬0:>.，'‘@ ，. ，. 
2・
3円相... 100' 

ー月4・' 0ース '刷プ胆"戸・...ト..
聞・，~圃"句タ

岬'"叫 1"..'
.園川

" ，..，山崎山 E

IMlO'''''..師団ω'̂  ，. 
柳川 団

UfI')'1:'IIU，h1:1 '111" 

関.，撃を可.<し"食

………町.ている悶u<叫ti.t11CLtLけ.

品

弓

=
E
t
h
-
-
崎

a't・崎直手《
.. 阿南千aM卸値金

E
聖
V

上・

1
月
‘
日
t

'
i
z
-
-
E
 

Z
1
R
2
2
1
2
@
 

Z高尾崎同院いずれも

午・・崎学aes略
奪

A・"・

2
Z
EE-
?
?
 

i
i
:
i
s
 

?
品
E
・
E
-
A
2

2
1
2
2聖
-
Z筒

間
嶋
2

正午・
【命V園支a-a】
《圃眼目中ea

鋒
協
金
... ，km
で
V

文化麟膨
E

・4RM日ae7
R0・@・・週

金・日停後a・・a写

348崎孝

A

伏
見
合
艮

-s@め
.
分
館

-F-A
，
 

b
i
n
s
-
i
=
 

i

l

s

i

 

;
・
1
Z
E
E

-
2
・2
2
:

ι
7
2山
中

;
J

5
5
i
f
，
 

!
2・i

i

i

i
幼

児一育内
2
1
U
S
U
M
-
K
 

俊所、tRaa3e----a，“，

S
E
A
-
E
E
E
 

会《
圃γ闘鎗宿町一七七余、
.

・nδ0闘】へ
・

-221122 
霊園舎.. 図少

:11112E 
t i ± 主主主

圃 . . 司・ a夢
"一六 と罰.奈量百年 ..女鹿

回生 り来合.

~ 3 RZ舗で・1
4
千
円

λ
図
希
望
書
陪
陪
M
P

・K
健

康氏名【保環宥名a-vef

a名字
E

帯、健周電魁
'e

e・ぃτ
闘の暗闘同
5

・mmm
a
 

.腺& • • 
，. 
"伝

一，~m 血

企島

矧

2掴

t・
男醐I>..，-v.フ，.
'叶叩

ま ぞ ろ

f:. .， Il .' 
"ν.f V • 
白県

大.

K ん cん

" 1- .，. 

~ " :f 
e 肉

筆肉

.肉
牛乳• • 会_.:.-
L ‘'・..，." .. ...-1f' ， 
....j.-::( 

告主;:

回

(幽

γ圏西本
辻町
、当胃
φ一等児・亘

書
8

へ〈
わしく
は同合

唱図@川事
さん《
包⑩圃
-七

五》か宵隠さん《
-ZO八O

八》ヘ凪--用組除外幽閉筒

乎

-eM陣・月
1t
aB

【山岡IA_"-齢別飢 B・悼2，1(1-1∞

何時• 周区.陣

刊旭川間同困

E
z
-
-
@
 

i

i

z

s

 

i
f
t-綜

主

E
る
a
z
f
u

A
t
u
占
昔
@
E
a

f
a
m
・
区
景
品
R

=
2
L
Es
t
-

4

そして、RMU可
1

24、歳。

i
i

へ
E
E
l
-
i

t
i
t
s
除
外
剛し働

z
-a
rataりで

す・i
s
vt
・

4

・V住民尿《吻也事とその

明

V

寝
掴珊
位

E
S
Z手
3
3テ

J
S
事るも@です・

1
2
E
E
E
L
Z
 

ag七
+
t
管停@悩みが寄替

え
聖
一
E
e
E
a
z

-を鐘贋凶"でいge'・

i・
1

主

4
7
2
t
f

I
z
z
a
4
f
 

Z
A
E
2
2
1
 

i

f
-
zz
z
 

費
調

-R1'"代
制
必
要

-L号
u
A
S
E
で

-《厨晶表畠守東町二γ目

住
宅
ピ
ル
三
.

.

.
 

。五00由

へ・闘い合b曽
as関白薗金へ
.

健闘《玄千awe一a-ae・

闘に
Z
)VS
悶

VE

Z
E
5
2
E
す

とと〕
マ虐倒幕直居〔各・v

-閑併闘関
V同s・
【所有

者とそ@・@.，
u

有者V
V魁町

・・
A'""・・・"の・合V

Z
告
書
量
Eど

A
S
T
U
W
圏
外線

三
歳
志
望

T
q
Z
一

二-EL72い・闘

い

3
4
t

ーいのちの電酎.

維

--uz酸
入

--R『い@・9@・・

盾」樋害隠電

車
E
2
2

2
1
S
品

鯛

IL-zt
ζ@・-RMU「い

@色。電箇」A・

空

B
O
A
t
-

-@凶事
を・・金金復〈

-
S

F
S
S
品
L
E
Z

銅版員養成四億座

〈山一咽

• ず



E=宝号 ;妄言監昌 Il■ 1=コ 毛 妄 言人 チt ■ 2 lII均一 牛 弟 半 月 牛4帯社iL▲q B 哉 -特特 .lIIV牛 ノk ▲日1∇,特毎日▼1 特大1舶

蔓 … 嘉た､ lilEl■L一 lT月1ロ以■(二▲大■lEIL出てM 土3第 1月 付 与日∇ , 故 と ン 母1

チ タ 干l■の l書■ つ は◆ ●l1JJr +ヰ よ 兼fお て10り くJ

P† だ半 生 さ'付 し fL T A T●対 日 ■ 日身 * '見 ､什 児 t -t=F汁 は や ン ㊥JtF一五 ク ー--爪 九 l-Z 63- --予 士 + + + lI宇 '込 但 何年 it み 〉 ーキ RT一 九か 'は 杓い 氏 が 〈て 名 を もー'Je Ft

■▼■ ■ ■

母 相 史 は十 ■ ● tlI年以FIKひ*--3ロMから 時子 ■lFl手 は pdlt

は 升 年 -.丑 -弗 9 L- 集 〉j壬月 マ ナ と■

-7blT件rlt 4【 R R R
暮暮 LT

佳 良RfM E]保 .吾妻 亘 蓋 芸兼 il■してください.JIE] ■ * JL * 茄 十 Jl + ∫ -+I 戊丘■/ 較 女 神 見 功区.■タ区や,,各X.-,付大枚tPIr†T4t美 和Lp'JA阜19-tと酉 AiJI 十 ■
t札jt.11■1見井挙(++

TFAtA t y タ 十三じ｣ZT + /A_t JI 書JLt.TJt井三●′♭i+i ■ ■ ■ ◆ + 也点 を 鼓 お て の 月 AC書捨≡ 緋 を 喜 摘 蒜 回 国

(上)& く 2 特 'か の を も '■ & 事 竺 た
苦 手 '.芸 言T<1三言;f 恥 てti人は仰 の仝lへつれて}世 子 れ g il そ が 軒

'

LP 十 十 ★ id .JM *

-許九;+i▲/7;+!

∝卜 + ■ AA-二名 (書JL)田■-7

rk A セ ン タ 伏Jt●■★■■★+千 ■(Jl);+);+)一′13(*)▲′l▲+++(刀) irA l t ンJ 六&. -大安寺iI- 7FA A セ ン タ-Il + ★ ■ t qitr.扶JLIN.柑 iqJ二書生 掲Jlr■ 20才 . 日･M ^

･l■ tl妾 ,'ノ専 状 大h1月 官 ･■小 ◆

■l■◆ ヽ■ ■■ ●7bl井 5ODF1が必犬にIAた人の)か決のこ
It+叫 ■■①q主の 事ですhljt̂一一ql書と壬+ニ 十で- ～ 和′ト事故7F丹Atンタ-和わ■■一l■十▼r■-7( + )lh Jt ▲■■ ■

[2=P)- 一一 ■ /L 民Trヰ t t y++tIIL++◆ ■ 十 十 rf.町t一書カ一■十◆Ⅰ■+ -■t■十▼一■■+★■◆ いさわせやで. (■■Lt"～ ゴ次号k:持▲ー

▼ ー ■ ■ ■ ↑～ ll:拍h古公JW五 ? l7r斤 t t ン ★■

Eま日 促 タ甲 -★ ■珍 丘丑･兼T ケ■ t. (刀) 七i酢暮全市(*) ■ ■ ★ ■ ■LP ■ ▲ t ■ ■■ -あやめ■■■+■+

(～ ■F公民■

t■■叫藩 士 士 主 星

L莞夏 空 与 だ 監 奉隼 摂 吉 富 ;日 中 ●nlつ -J 川 斗 y 平 ･;tt欠(

手 】LJ 定書 ) 廷 オこ■ 特 は

暮 & 〉 Jt i年 7r+ + + L+I+ +毒至芸 誓 言 真 筆丑. '二 書 り

'" 平成元年3月"日

仁二小児7 ヒ予防にー「
生ワクチン服用一--'

第'"号

己
負
但
V

Zし
込

Z
Z
E骨
量

聖

書
2

E

喬

号

z

t

いて

E予

相
役
宅
ン
タ

l
《
圃
T

闘

置

本

詮
町
一
五
九
二
関

曾
@
-
一

五
五
二
》
へ
随
時
受
付
・

佐
保
・
酒
大
息
守
北
富
鍾
第
三

佐
保
台
各
銀
区

a
月
円
目
《
尽
演
奏
梅
弗

E甫

t高
官

宮
鑑

K
各
佼
区

同
施
困
《
火
)
大
宮
六
条
明

府

Z
困
願
望

E

W
除

開
初
日
《
月
V

筆

跡

朱

雀

厳

里

伏

見

瑚

高

生

欄

仰

量

君

主

区

関
お
目
《
火
)
伏
見

大
安
@
酉

主
南
事

Z
E

W
民

2

1

さ
大
事

Z

-
m
市
吉
宗
各
校
区

【西
奈
良
鳳
民
セ
ン
タ
ー
?
M

A

2

5

2

E

 

--名

Z
E
K苦手

丘
平
線
画
各
段
区

lill 
E康 L

市
保
健
全
ン
タ
l

《
二
条
大
路

湖
子
目
、

E
一

二

ご

と

E公
民
館
〔

Za-
-i

マ
実
・
・
対
-
摩
地
沖
昭
和
信
匁
8

月

i
z
i寓

小児司予il!iVt.:""..，.j!~，性ヲタ仲間四@岡駅行います.
， " 暗号門ン"四"~咽備を盆いて2園酬はす. ζれは
僻 酎蜘2固賓館していH.

Il.:!l~， I 園周 i縄問~ 1117回~蜘2月引出向 2・
目隠…1月 1包~闘刷山生柏町山間山

聞働時まれで生後山月以内叫t~"'l齢闘して"はい予
とE園削酬ι肝も). 1 • 2園帥副JU<:lt脚闘返り甘

bf_ 31ll目岬叫省。吋@酬で聞の温かない川市

問中酬>T自制1111)， 1摩川崎醐日
柑叶 凶 て 闘 毎 週 陪もり司併さい

【酬明敏い判

."しか'"嵐しん批判附叶輔副酎引週
闘 を中 予防相叩て2圃 h ても伽予

・河川凶日， (1"叫)~.lI C\.. t.:T 
・ ト"僻肝摘をして " ' o1"
・闘して"'o-1'叩凶
."しか昆しゐ.たふ〈凶みずほうそう げよ~;酬 Hロ
劇団組・~-Cb>"'~圃臥比一品"川
ーしんとぴ叫てからZ_UJ:t.:..，-"飢子

・園内プリ~.帽して2 ・}!a.t t.: ? '0はも子

【その偽】

...当日'"肝健康相脚軒必ずト吋て〈自ぃ.

.司院での酬は幽して〈ださい.

よ1
21i 
:君
寸

市
保
健
セ
ン
タ
ー
《
二
条
大
働
時

刻
一
丁
目

B
@
一
-
-
一
w

企

画

室

里

セ

ン

タ

ー

量

ケ

F
U
二
了
目

2
・
五
九
一
一
】
で

2
・2
5

臣
室
A

生
家
れ
・
身
体
弘
前
機
運
動
発
遣

の

E

E

2

2

の

鋤
宅哲

児

に

は

問

S

2

2

5
3
n
2
E
M
悔
の
位
入
者

争
そ
の
他
の
事
情
で
届
か
句
い
人

は
書
家
て
く
だ
さ
い
-
日
離
は

つ
M

曹
の
と
お
り
で
受
付
時
間
は
午

前
e
u
m
半
t
川
崎
学
・
信
号
手
・

2
忘
れ
な
く

【市
保
健
セ
ン
タ
で
】

A

m

臼
互

E

Z

a豆陵• " 剤師者. • '‘ 
圃

-・

〈よ)

間駒田肝聞はの輯をつ間程

で恥付'.~~晶ても仙，..旬叫絹へつれて

.で〈ださい.

5生後刊月以周知細目醐抽出い主田

鍋予防担保ぜられます地"四手独創 Z.100伺
予問...倒阿酬明叩叫耐

"酬が帽です.，.開口舗をいかりと叫

犬咽枇人地れてさて〈ださい.r..lI. 4111制調.

K~t.:め聞に漉した帽(明白川

創刊町民・1"t.:1時帽して〈町、(前年

度の柱榊酢酬'"問団・です〉

.献の注目酬の耐性年月四帥

伺い即日めて山崎)問問槍

格〈犬山】町名

期闘。時，;(，IVlい場合同師・日制時"

V官酬明闘で闘して〈だきι.酬咽

も山市祉の加奈良間(・8附1))t 

で. I幽副次号1<".)

e
am

悶
齢
a
，
“
何
健
鯵
ロ
胆

E

Z

が

あ

り

1

4

2

5

E

T

送

り

E

M

3

-
俸
と

Z
E

-

-
で
-
a
・
・
・
一
訟
を
ン
タ
一

=

嗣

『俸
と
干
の

一

家
」
で
は
つ
会
の
と
お
り
歓
餐
蹴

一

織
を
開
倉
重
す
・

【
震

ait-i

日
一
三
之
輔
図
午
後
1
時
半
t

i
RHi--

図

書

目

=

1
7

草

押
絵
H
・
R
-
m
-
一
三
木
曜
日

午

後

2

?

4

号

2

2
毎

月
第
一一

図

書

目

午

前

A

T

Z

‘

写

隼

干

T

第

二

四

毒

自

午

前

日

?

2
2
3量

ai

-
i
i
;
 

時

v-
道
'
毎
月
第
一
三
土

唱
団
2

1

?

3

草
z

i
l--H2 

2
時
t
4
時
V
Mn
蘭
目
毎
月
第

↓

一

↑

量

早

?

?

4

時室
前
君
主
は
母
子
家
庭
の

E

貴

下

2

2

M

億

五

署

員

長

敏

生

以

下

手

お

よ

び

E

z

-

2
2言
害

員

長

栂
・
修
集
人
数
は
い
ず
れ
も
宥

干
名

続
契
剤
耐
飛
鳥
暢
ω
R
U俣
市

回

相

拘

朱

雀

車

市

縛

功

各
綬
区

‘
月
口
目
A

本
》
佐
保
綬
匝
限
定

佐
保
省
六
条
伏
見
出
閉

大
安
直
守
盤
情
幽
m
m
生

明
治

悶
腐
商
大
e
a
各
段
区

碕
初
日
〈
本
〕
+入
官
事
録
-
-

慰

霊

伏

見

事

金

主

主

2
2区

【市
西
趨
公
民
鎗
で
】

A
Z
Aさ
t高
官

2

2

2

E

酬

君

主

主

警

監

事

書

室

Z

E

z--i区

月
1
日
以
降
の
転
入
者
や
そ
の
晶
慢

の

事

情

マ

里

R

G

E

Z

て
〈
だ
さ
い
・
口
健
は
つ

g
の
と

お
り
で
受
付
時
間
信
い
ず
れ
も
午

後
1
簡
単
t
2
崎
学
・
島
町
子
手
帳

を
お
忘
れ
な
く

z

i

t

f

 

e
困
訟
で
同
時
に
安
値
・
L
a卑す・

【市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
】

A
S目
き

E

E

a
m
修
会
場
U
扇
夜
食
保
健
セ
ン

タ
ー
(
登
美
今
丘
二
了
目

，
.

2

2

4

重

量

Z

T月
2
?
昭
和

E
i
E

E

l

-
E

E

R

倒

隊

内

側

E

2

2

刷刷

• 

• 

判官保健をン'一

央

民

民

公

公

• 置

置

の

概

定

1

2

Z

Z

り

S
す-

Z
げ
付
げ
は
与
前
9
時
t
凶
時

半
と
午
後
E
時
t
2
時
半
@
一

-

1
i
i
E〈

a-
R
6
困
(
木
v
a
胃
利
・
"

二
名
各

awb

同

日

き

2

2

z

i
i
i区

B
i
l
l
 

岡
俊
区

詞
百
五
二
五
百
平

a

E

E

 

教

婦
の
た
め
の

il! 

母

援

一日
日
日
辻
村
一

笠

妊
娠
s
t
7
カ
月
の
妊
婦
の
た

硲
に
次
の
a
E
で
宮
町
保
・
h

宅ン

タ
《
一

一条
大
路
南

一
T
目

包

@
-
-
-
一
}
守
開
・
ま
す
・
受

1

1

E

T

開

セ

ン

タ

ー

へ

f

f

?

だ

さ

い
・
四

E
m
で
E
人
間
+
人
・
宮

崎
母
子
手
a
R
・
E
周
囲
舟
待
・
宅

自

は

3

E

9

2

t

正

午
・

A

7

口

五

『

量

Z

〈

ら
し
か
た
L

同
凶
厨
《
木
}
「
経
眼
中
@
箇
@

衡

是

正

警

の

2

3

」

開

自

主

二

号

量

を

す

る
た
め
に
」

m
m
回
《
金
》

て
か
た
」

化
」

-
布
国
側
省
側
医
M

司
会
が
つ
ぎ

@
よ
う
に
a
の
み
が
倉
庫
の
指
導

と

フ

ヲ

Z

2

2

1

・

と

e
，.R
5目
A

水
V

午
前

z

t

z

t

a

I
?

3

 

崎
マ
と
ζ

ろ
・ee幽貝ファ
z
リ

ー

1
il
Tル理

対
象
e
a
t
6
a
前
後
の
幼
児

zaEi

?

 

シ

2
・
2
u青

「.，

s

・

3
R
幻
自
《
火
v
e
-
-
目
』

は
『
舗
や
せ
る
プ
」
の
収
績
は

苦
手
E

2

T

R

U

E

草
花
E
し
ま
す
・


	市制100周年に世界建築博覧会
	ならまち開館記念　市民ホールで多彩な催し
	学園前駅北側　今秋めざし両目一新へ！
	3月市議会ひらく　新年度予算案など審議
	新年度の予算と施政方針　市議会での西田市長提案説明（要旨）
	都市基盤　市制百周年を睨んで
	福祉　ふれあいを基盤に
	環境整備　安全・快適・美環境
	経済　活力と魅力の増強
	差別追放　人権意識高揚策を
	4月　市移動図書館巡回日程
	消費生活モニター調べ　くらしの情報
	狂犬病予防注射

